
今年度の草津市部落解放女性のつどいは、１１月１４日（土）に草津市立草津アミカホー

ルにて開催されます。本つどいの趣旨に賛同される方でしたら、どなたでもご参加いただけ

ます。ぜひたくさんのご応募お待ちしております。 

♪昨年度の実行委員の感想を紹介します♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊応募方法＊ 

・下記の応募用紙をＦＡＸまたは直接提出いただく 

か、電話、メールにてご連絡ください。 

※お問い合わせは、右記事務局までお願いいたします。 

募集期間 ４月２４日（金）まで  

                     きりとり線 

第４５回 草津市部落解放女性のつどい実行委員応募用紙 

※実行委員会で団体保険に加入します。加入申請の際、「性別」「年齢（令和８年４月１日時

点）」が必要となりますのでよろしくお願いいたします。ご不安な点やご質問があれば人権

センターにご連絡ください。また、送付間違いがないようお気をつけください。 

所属名 名

ふり

 前

がな

 電話番号 配布物届け先または住所 性別 年齢 

      

      

      

草津市立人権センター 啓発・教育係 

・所在地 草津市大路二丁目１－３５ 

     キラリエ草津 ３階 

・ＴＥＬ ０７７－５６３－１７６５ 

・ＦＡＸ ０７７－５６３－７０７０ 

・Ｅ-mail jinkence@city.kusatsu.lg.jp 

・担 当 阿部・西村 

「舞台発表ありき」の取り組み 

ではなく、「自分たちの思いを 

伝える」ことを大切にした会議を 

幾度も行ったことは、負担以上の 

達成感があった。 

自分の言葉で、自分の思いを 

伝えることを大切に取り組んできた。 

つどいのに参加者された方々から 

「思いが伝わった」とのメッセージが 

多数あったことが嬉しかった。 

自分自身の差別心や体験を 

話したり聞いたりする機会を

持てたことは有意義だった

し、啓発にもつながっていった

と感じている。 

差別問題を真正面から学び・考え・行動

するこの素晴らしいつどいを、持続可能

な取り組みにするために、運営そのもの

にも主体的に関わっていきたい。 

   緊張感もあったが、思いを受け入れられる嬉しさ、

相手の思いを聞く大切さを感じながら、部落差別の理解

を深めることができた。 



 

 

「草津市部落解放女性のつどい」は、部落差別の中を生き抜いてきた被差別部落の女性たちの

立ち上がりから生まれました。その名称には、仲間と共に部落差別をなくしていく決意と願い

が込められています。実行委員会では、部落差別の解消に向けて自分の経験や思いを交流し、

語り合う中で得た学びや思いを、劇やパネルディスカッション等により発表します。是非つど

いに実行員として参加いただき、差別をなくす仲間の輪を広げましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

差別問題を 

自分事にする 

苦悩と喜び！ 

新しい自分との 

出会い！ 

ともに考えることの 

できる仲間との出会い！ 

深い学びが 

教育・保育の現場で 

生きる！ 

一つの舞台を作り上げる 

ために流した汗、 

そして感動の涙と笑顔！ 


